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『続きあり』
【発明の名称】  可変式電気牧柵

(57)【要約】
【課題】  有用植物の成長に伴う姿形，サイズの変化、
食害を及ぼす動物の種類等に対応して、地面からの電気
牧柵線の高さ及び電気牧柵面の傾斜角度を簡便に調節す
ることが可能な、可変式電気牧柵を提供することを目的
とする。
【解決手段】  電気牧柵線４を張架しうる電気絶縁性の
碍子３と、碍子３を取り付けた碍子取り付け用柱２と、
下部を地中に差込むことで固定が可能であり、環状面の
向きが長手方向に対して０～９０℃傾いた環状構造部７
を上端部に具備し、記環状構造部７を通過させて地中に
差込んだ碍子取り付け用柱２の差込角度を変化させるこ
とで、碍子取り付け用柱２に取り付けた碍子３の地面か
らの高さ及び碍子取り付け用柱２の傾斜角度を調節でき
、且つ、碍子取り付け用柱２を保定できる固定用支柱１
と、からなる牧柵柱５を２以上設置し、碍子３を介して
前記２以上の牧柵柱間に電気牧柵線４を張架してなるこ
とを特徴とする、可変式電気牧柵を提供する。

【技術分野】
  本発明は、可変式電気牧柵に関し、詳しくは、有用植
物の成長に伴う姿形，サイズの変化、食害等を及ぼす動
物の種類等に対応して、地面からの電気牧柵線の高さ及
び電気牧柵面の傾斜角度を簡便に調節することが可能な
、可変式電気牧柵に関する。ここで、電気牧柵面とは、
電気牧柵線と地面とによって形成される面（範囲）を指
し、食害等を及ぼす動物の侵入等を防止乃至抑止しうる
範囲を指している。

【発明が解決しようとする課題】
  本発明は、有用植物の成長に伴う姿形，サイズの変化
、食害等を及ぼす動物の種類等に対応して、地面からの
電気牧柵線の高さや電気牧柵面の傾斜角度を簡便に調節
することが可能な可変式電気牧柵を提供することを目的
とする。
  さらに本発明は、放牧家畜の脱柵防止、放牧家畜や野
生動物による有用植物の食害防止、野生動物による鳥獣
害防止、有用植物周囲にある不用植物（雑草）の放牧家
畜の採食による除去、などを行うことが可能な、可変式『以下省略』

【特許請求の範囲】
【請求項１】
  電気牧柵線を張架しうる電気絶縁性の碍子と、前記碍
子を取り付けた碍子取り付け用柱と、下部を地中に差込
むことで固定が可能であり、環状面の向きが長手方向に
対して０～９０℃傾いた環状構造部を上端部に具備し、
前記環状構造部を通過させて地中に差込んだ前記碍子取
り付け用柱の差込角度を変化させることで、前記碍子取
り付け用柱に取り付けた前記碍子の地面からの高さ及び
前記碍子取り付け用柱の傾斜角度を調節でき、且つ、前
記碍子取り付け用柱を保定できる固定用支柱と、からな
る牧柵柱を２以上設置し、前記碍子を介して前記２以上
の牧柵柱間に電気牧柵線を張架してなることを特徴とす
る、可変式電気牧柵。
【請求項２】
  前記碍子取り付け用柱が、２以上の碍子を取り付けた
柱である請求項１に記載の可変式電気牧柵。
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【テーマコード（参考）】
2B101
2B121
【Ｆターム（参考）】
2B101 AA01 HA06
2B121 AA01 BB25 DA02 EA21 FA12

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の可変式電気牧柵の一態様を示す斜視図
である。
【図２】本発明における固定用支柱の一態様を示す正面
図である。
【図３】本発明の可変式電気牧柵の他の態様を示す説明
図である。
【図４】本発明の可変式電気牧柵の別の態様を示す説明
図である。

【符号の説明】
  １    固定用支柱
  ２    碍子取り付け用柱
  ３    碍子
  ４    電気牧柵線
  ５    牧柵柱
  ６    電気牧柵面
  ７    環状構造部
  ８    分枝構造部
１１    地面
１２    有用植物
１２ａ  果実、花など
１３    放牧家畜
１４    野生獣
１５    雑草

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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